
23 松山市文化財保存活用地域計画【愛媛県】
概要

指定等文化財件数一覧

指定等文化財は、３１１件
未指定文化財は、４，１３５件把握

松山市文化財課を中心に、市内外の様々な主体と連携し
ながら保存･活用を推進します。

推進体制

歴史文化の特性

【計画期間】令和6年度～令和15年度（10年間）
【面 積】429.35Ｋ㎡
【人 口】約50.1万人
【日本遺産】「四国遍路」

～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～
（H27年認定）

▲坊っちゃん列車 ▲忽那諸島と瀬戸内海▲一体走り
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松山市の文化財の保存・活用の課題･方針･措置

No.21松山城建造物の保存修理

重要文化財松山城をはじめとする文化
財建造物と復興建造物について計画的
に保存修理を実施する。

No.34 地域の宝みがきのサポート

地域資源を活かした、
住民主体の個性的な
地域づくりを支援す
るため、解説板や案
内標識の設置、アク
セス向上のための整
備等の事業に補助金
を交付する。

No.56 文化財めぐりの実施

文化財を訪ねることにより、文化財
保護の普及啓発を図る。

松
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・地域ごとに文化財の調査状況に偏りがあり、
全市的な文化財の把握ができていない 等

・文化財の適切な保護と管理を行う必要がある
・文化財の防災体制の構築が不足している
・民間所有の文化財の保存･修理状況の把握がで
きていない 等

・計画的に保存修理を行わなければならない
・文化財を公開する上で設備や整備が不十分な
ものがある 等

・展示機能のより一層の充実、継続した管理運
営が求められる

・文化財全般を取り扱う施設がない 等

・保存・活用に携わる人材が減少している
・保存・活用の取組のための活動資金・財源が
不足している 等

・保存･活用の担い手の活動の拠点となる場所が
不足している

・文化財所有者と保存･活用を行いたい市民との
情報共有や連携が十分でない 等

・庁内の連携や庁外の団体との連携ができてい
ない

・学芸員などの専門職員が不足している 等

・市民が気軽に歴史文化に触れられる機会が少
なく、文化財の魅力や価値が伝わっていない

・SNS、まち歩きマップなど、気軽に文化財の
情報に触れられる機会が不足している 等

・自分の住む地域の歴史文化について知り、学
ぶことができる機会が不足している 等

・市民や観光業者などと連携した観光分野での
活用の仕組みが十分でない

・文化財を活かしたまちづくりによる地域活性
化が図れていない 等

方針１ 多様な主体と連携して、
文化財の調査を計画的に実施する

方針２ 文化財をき損･滅失から守るための
体制や仕組みを充実する

方針３ 文化財の適切な保存修理･保存整備を実施する

方針４ 文化財の保存･活用の拠点となる博物館施設の
機能の充実と新設の検討を行う

方針１ 文化財の保存･活用に関わる市民や団体の
人材確保･育成に対する支援体制を構築する

方針２ 文化財の保存･活用に関わる
市民や団体の活動をサポートする

方針３ 行政内部と関係機関による
保存･活用の推進体制を構築する

方針１ 文化財の価値や魅力を発信し、共有する

方針２ 社会教育や学校教育を通して
市民が文化財に触れる機会を創出する

方針３ 文化財を松山市の資産として適切に活用し、
地域活性化につなげる

文
化
財
の
保
存
、
伝
承
に

対
す
る
取
組
の
充
実

方向性１

将来像 方向性 課題 方針 主な措置 （太字は能動的な主体）

文
化
財
の
保
存
・
活
用
の

体
制
の
構
築
と
強
化

方向性２

文
化
財
を
地
域
で

活
か
す
た
め
の
普
及
啓
発

方向性３

■行政 ■ R6～R15

■市民･事業者／所有者／団体／行政
■ R6～R15

■市民･事業者／所有者／行政
■ R6～R15 
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関連文化財群と文化財保存活用区域
【関連文化財群】発祥の地に生きる四国遍路 【文化財保存活用区域】松山城周辺

【文化財保存活用区域】道後温泉周辺 【文化財保存活用区域】三津浜地区

松山市には札所の所在自治体で
最も多い8か寺が所在している。
各札所には数多くの文化財が伝
わり、遍路に関する風習が松山
の歴史文化の形成に重要な役割
を果たしてきた。久谷地区には
遍路の発祥説話の衛門三郎に関
する伝承地が残されているほか、
生まれ変わった河野息方が握り
生まれたとされる石が石手寺に
残っている。平成27(2015)年
「四国遍路」～回遊型巡礼路と
独自の巡礼文化～ が日本遺産に
認定され、関連自治体を挙げた
保存公開活用が進められ、世界
遺産登録を見据えた調査や普及
啓発が推進されている。

慶長5(1600)年、加藤嘉明により立藩し
た松山藩は、松平定行入封後は松平家に
より支配された。嘉明は味酒山に松山城
を築城、湯山川を付け替え、城下町を形
成した。藩政期の文学芸能の振興、藩校
の設置など、松山の歴史文化の礎が形成
された。松山城周辺には文化財が集積し、
景観計画において中央地区景観計画区域
として「お城下」に親しみ、愛着・誇り
を感じる都市景観を目指している。

道後温泉は日本最古の温泉の1つで、
数々の皇族の来訪譚が残されている。
源氏物語では伊予の湯が慣用句として
使われ、広く親しまれていた。時々に
権力者の庇護を受けながら人々の入浴
の用に供され愛されてきた。道後温泉
周辺には文化財が集積している。景観
計画において重点地区に位置付け、歴
史的景観資源に調和した風格ある街並
みを目指している。

瀬戸内海は古来、畿内と北九州、大陸
を結ぶ役割を果たしてきた。河野氏と
忽那氏が中世を通して交通路を支配し、
近世には松山の外港として発展した。
瀬戸内海の往来が生んだ文化財が集積
する。近年、地域外との連携による歴
史文化の保存･活用が進み、建造物保存
の要望も増えている。景観計画におい
て景観形成区域に位置付け、生活景観
と融合した景観形成を目指している。

三津浜の街並みを地域と共に
活かしながら守る

道後温泉本館を核とした区域一体の
つながりを活かした保存･活用の推進

構成文化財群の保存･活用を市民、地域、
また関係団体と共に推進する

多様な主体との連携のもと、市民･
観光客へストーリーの魅力を伝える

▲太山寺本堂

▲石手寺制札

▲萬翠荘

▲道後温泉本館 ▲三津の渡し

▲石手寺仁王門

▲絹本着色弘法大師像

▲伊佐爾波神社 ▲伊予源之丞

▲庚申庵

主な構成文化財
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文化財保存活用区域：松山城周辺

松山市で設定した文化財保存活用区域の例

慶長5(1600)年、加藤嘉明が立藩した松山藩は、嘉明の転封により蒲生忠知が入封、断絶により松平定行が入封すると、以後は松平家に
より支配された。嘉明は松山平野中央の味酒山に松山城を築城、暴れ川であった湯山川(石手川)を南に付け替え、平地を確保し、城下町
を形成した。藩政期は、社寺の整備や俳諧・能など文学芸能の振興、藩校明教館の設置など文教施策が実施され、松山の歴史文化の礎が
形成された。村方・町方が育み残したものも含めた松山藩政期の文化財も含め、松山城周辺には多くの文化財が集積している。景観計画
においても中心地区景観計画区域として位置づけ、「お城下」に親しみ、愛着・誇りを感じる魅力ある都市景観の形成を目指している。

ー課題ー
●適切な保護･活用のための十分な調査が実施できていない
●市民を巻き込む取組や情報発信が十分でない 等

ー方針ー
➀景観計画と連動した文化財を取り巻く環境の維持
②市民をはじめとした多様な主体との連携による

市民を巻き込んだ文化財の保存･活用

ー主な措置ー
No. 24 城山公園（堀之内地区）

の整備

城山公園の堀之内地区（松山城三之
丸跡・西之丸跡）を対象とした史跡
整備を行う。

No. 73 松山城の活用

指定管理者と連携して季節ごとに松山
城のイベントを実施し、イベントに合
わせて、天守の夜間営業や野原櫓・乾
櫓等の重要文化財の特別公開を行う。

■市民･事業者／団体／行政
■ R6～R15

■市民･事業者／団体／行政
■ R6～R15

（太字は能動的な主体）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

